
ポップス クラシック

ポップス音楽の学びか
ら得られる知見には、
技術習得や制作オペ
レーションを軸とした
テクニカルスキル全般
があり、実演や制作、
発表におけるコミュニ
ケーション力、プロ
デュース能力を中心と
した人間力スキルがあ
る。またポップス音楽
を発信するときには、
現代社会を反映した想
像力、発想力から導か
れるメッセージが不可
欠であり、多様な聴き
手の存在する実社会か
ら必要とされる音楽を
具現化するための総合
的スキルを学ぶ。

芸術の幅広い教養と音
楽の専門的技能を駆使
した社会的貢献、演奏
や創作における理論と
実践スキル、および感
性と探求心を通じた音
楽表現に関する魅力的
な技術の修得。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 科目群の説明 ☆：分野に依らない共通の必要性の高さを表すマーク

２ 音楽基礎論

２ 画像と映像の基礎

２ デザインの基礎

１ MIDI演習

２ 西洋音楽史Ⅰ

２ 西洋音楽史Ⅱ

２ ポピュラー音楽史

２ 日本音楽史

２ 日本芸能史

２ 諸民族の音楽

２ 音楽美学

２ 空間芸術論

２ 美学

２ 人間と色彩

２ 映画論

２ 著作権法

２ 情報法制

２ 音楽企画概論

２ 舞台芸術運営論

２ 音楽療法概論

１ 音楽療法演習

２ ディジタル印刷表現

２ 簿記論

２ マーケティングリサーチ

１ マルチメディア制作

２ ヴィジュアル表現基礎Ⅰ

２ ヴィジュアル表現基礎Ⅱ

２ 認知心理学Ａ

２ 認知心理学Ｂ

２ 感性音響学

２ 美術史Ａ（日本）

２ 美術史Ｂ（東洋）

２ 美術史Ｃ（西洋）

２ 劇場文化論

２ 専攻実技Ⅰ

２ 専攻実技Ⅱ

２ 専攻実技Ⅲ

２ 専攻実技Ⅳ

２ 専攻実技Ⅴ

２ 専攻実技Ⅵ

２ 専攻実技Ⅶ

２ 専攻実技Ⅷ

２ 吹奏楽Ⅰ

２ 吹奏楽Ⅱ

２ 吹奏楽Ⅲ

２ 吹奏楽Ⅳ

２ 吹奏楽Ⅴ

２ 吹奏楽Ⅵ

２ 吹奏楽Ⅶ

２ 吹奏楽Ⅷ
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区分
単位数 ★：専門性の高さを表すマーク

色が付いている学年で履修することが望ましい

情報表現・音楽表現・音楽応用・舞台表現の四
学科に所属する学生が共通に学ぶべき科目群
である。芸術情報学部には、多岐に亘る芸術
カテゴリーの専門的な学びがあり、各分野に共
通する芸術教養の授業として設置したこれら
の科目群は、学科同士がコラボレーションする
（例・映像×音楽/美術×舞台/芸術全般×ビ
ジネスなど）際にも共通認識・知識として機能
する。

☆☆☆ ☆☆☆

ディプロマ・ポリシー

□【芸術情報学部音楽表現学科】2024年度　履修系統図
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各楽器の専門的な技術習得を目的とした科目
群である。マンツーマンレッスンで行われる。自
己の音楽アイデンティーを確立し、この科目で
得た技術的知見は音楽文化全般を見渡す基
礎理解力となる。また自己研磨、忍耐力、ト
レーニング持続力にも繋がる。

グループワークを以て、アンサンブル能力を身
に着けるための科目群である。
他者との奏音の中での、自己の音楽的な位置
付けと役割を確認し、合奏音楽に不可欠な協
調性を学び、音楽完成に必要な演奏技術を習
得する。

★★★

★★☆

★★★

★★☆



２ オーケストラⅠ

２ オーケストラⅡ

２ オーケストラⅢ

２ オーケストラⅣ

１ 合唱Ⅰ

１ 合唱Ⅱ

１ 合唱Ⅲ

１ 合唱Ⅳ

１ ポップス・アンサンブルＡ

１ ポップス・アンサンブルＢ

１ ポップス・アンサンブルＣ

１ ポップス・アンサンブルＤ

１ ジャズ・アンサンブルＡ

１ ジャズ・アンサンブルＢ

２ 音楽形式

２ 楽曲分析

１ ハーモニーⅠ

１ ハーモニーⅡ

１ ハーモニーⅢ

１ ハーモニーⅣ

１ ハーモニーⅤ

１ ハーモニーⅥ

２ コード進行法Ⅰ

２ コード進行法Ⅱ

１ ポップス・ハーモニーＡ

１ ポップス・ハーモニーＢ

１ ポップス・ハーモニーＣ

１ ポップス・ハーモニーＤ

２ 対位法Ⅰ

２ 対位法Ⅱ

１ ソルフェージュⅠ

１ ソルフェージュⅡ

１ キーボード演習Ⅰ

１ キーボード演習Ⅱ

1 歌唱法Ⅰ（教職）

1 歌唱法Ⅱ（教職）

１ 伴奏法Ⅰ

１ 伴奏法Ⅱ

１ 指揮法Ⅰ

１ 指揮法Ⅱ

２ 音声生理学

２ 楽器法

２ オーケストレーションⅠ

２ オーケストレーションⅡ

１ ソング・ライティングＡ

１ ソング・ライティングＢ

１ ソング・ライティングＣ

１ ソング・ライティングＤ

２ アレンジメントⅠ

２ アレンジメントⅡ

２ 作曲法Ⅰ（教職）

２ 作曲法Ⅱ（教職）

２
大衆音楽を検証することで音楽的な視野を広
めると同時に、大衆音楽と社会との関係を理
解することが可能となる科目群である。

ジャズ史 ☆☆☆ ☆☆☆

★☆☆ ★☆☆

音楽実技の基盤となる基礎力および発展的な
テクニカルスキルを身に着けられる科目群であ
る。

各楽器の役割を理解し、編曲（アレンジメント）
へと発展させていくための知識を得ることので
きる科目群である。

主に作詞・作曲・編曲など、創作の場面におけ
る制作技術を学び、音楽的なイマジネーション
を具現化することを目的とした科目群である。
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グループワークを以て、アンサンブル能力を身
に着けるための科目群である。
他者との奏音の中での、自己の音楽的な位置
付けと役割を確認し、合奏音楽に不可欠な協
調性を学び、音楽完成に必要な演奏技術を習
得する。
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音楽の成り立ちをクラシック～ポップス双方の
理論体系から学び、各理論を実践応用へと導
くための科目群である。

★★☆

★★☆

★☆☆

★★☆

★★☆

★★☆

★★☆

★★☆



１ 副科ピアノⅠ

１ 副科ピアノⅡ

１ 副科ピアノⅢ

１ 副科ピアノⅣ

１ 副科ピアノⅤ

１ 副科ピアノⅥ

１ 副科ジャズピアノⅠ

１ 副科ジャズピアノⅡ

１ 副科実技Ⅰ

１ 副科実技Ⅱ

１ 副科声楽Ⅰ

１ 副科声楽Ⅱ

２ ピアノ指導法Ａ

２ ピアノ指導法Ｂ

１ 教職合奏Ａ

１ 教職合奏Ｂ

１ 日本音楽実習Ⅰ（教職）

１ 日本音楽実習Ⅱ（教職）

１
日本伝統音楽「長唄」の発
声と表現(教職）

１ インターンシップⅡ

２ セルフプロデュース演習

２ 現代音楽研究

２ リトミック

２ 臨床心理学Ⅰ

２ 臨床心理学Ⅱ

２ 社会福祉論

２ 発達心理学

１ 室内楽Ⅰ

１ 室内楽Ⅱ

１ 室内楽Ⅲ

１ 室内楽Ⅳ

１ プリプロダクション演習Ⅰ

１ プリプロダクション演習Ⅱ

1 アドリブ演習Ａ

1 アドリブ演習Ｂ

1 インストゥルメンタル演習Ａ

1 インストゥルメンタル演習Ｂ

２ 弾き語り基礎

２

世界中の大衆音楽を検証することで音楽的な
視野を広めると同時に、大衆音楽と社会との
関係を理解することが可能となる科目群であ
る。

ワールドミュージック史 ☆☆☆ ☆☆☆

１ ヴォーカルアンサンブルＡ

１ ヴォーカルアンサンブルＢ

２ ポップス・アレンジメントⅠ

２ ポップス・アレンジメントⅡ

２ ポップス・アレンジメントⅢ

２ ポップス・アレンジメントⅣ

1 DAW演習Ⅰ

1 DAW演習Ⅱ

2 ホーン・アレンジメント

１ 基礎演習Ａ１

１ 基礎演習Ａ２

１ 基礎演習Ｂ１

１ 基礎演習Ｂ２

１ 基礎演習Ｃ１

１ 基礎演習Ｃ２

１ 基礎演習Ｄ１

１ 基礎演習Ｄ２

２ 総合演習Ａ

２ 総合演習Ｂ

４ 卒業研究

☆☆☆

★★☆
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音楽による社会貢献の可能性を、直接または
間接的に様々な角度から検証し、実社会の多
くの場面で応用できる知識や能力を身に着け
られる科目群である。

編曲やPCオペレーションなど、創作の場面に
おける制作技術を学び、音楽的なイマジネー
ションを具現化することを目的とした科目群で
ある。

グループワークを以て、アンサンブル能力を身
に着けるための科目群である。
他者との奏音の中での、自己の音楽的な位置
付けと役割を確認し、合奏音楽に不可欠な協
調性を学び、音楽完成に必要な演奏技術を習
得する。

各楽器の実演奏におけるテクニカルスキルと、
音楽制作オペレーションの基礎を学ぶことので
きる科目群である。

★★★

★★★
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★★★★★☆

★☆☆

★★☆

各分野の実技演奏等の技術や能力を身に着
ける個人レッスンを中心とした科目群である。

音楽実技の基盤となる基礎力および発展的な
スキルを身に着けられる教職に特化した科目
群である。

グループワークを以て、アンサンブル能力を身
に着けるための科目群である。
他者との奏音の中での、自己の音楽的な位置
付けと役割を確認し、合奏音楽に不可欠な協
調性を学び、音楽完成に必要な演奏技術を習
得する。

☆☆☆

各分野において、1・2年次では基礎的能力や
知識等を身に着ける「基礎演習」、3年次では
それらを応用した深い学びを習得する「総合演
習」、4年次では卒業に向けて各学生が演奏や
制作に取り組む「卒業研究」を履修。専攻実技
と同様に、すべての学生の卒業要件となる必
修科目群である。

★☆☆

★★☆

★★☆

★☆☆

★★★

★★☆
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